
　■調査結果からわかる地区の課題等

　■来年度への引継ぎ事項等

　■今年度の実行活動を終えての反省

　（例.2）資料を抜粋し保護者会資料として各家庭に配布する

　　　　　　　　　または、昨年までと同様に直接持って行った方が重要度が伝わるのでは。

　店舗について：マクドナルド・サイゼリヤについては心配なので
　　　　　　　　引き続き注視が必要。

　せっかく良い活動を行っているので、各学校で広めてもらい子ども達に還元していきたい。
　（例.1）調査票を一枚紙にまとめ全体会で各家庭に配布する

　　　　　　　　　「重要」などのハンコを押すのも分かり易くていいのではないか

令和２年度　第２回地区活動実行委員会　「実行活動のまとめ」記入用紙

【　　　南流山　　　　】地区

　スマホ・携帯：契約時フィルタリング設定率は高いが、
　　　　　　　　実際のところ、いつまで設定を維持しているか疑問

　マナー：子供たちだけでの飲食店利用時のマナーの悪さ。
　　　　　マナーは家庭・保護者が教えるものであるが、できない家庭があるのも事実。
　　　　　子供たちのマナーの悪さについて実情を知らない保護者も多いので
　　　　　保護者・子ども達の両者に、啓蒙活動を行わなければならない。　
　　　　　マナーを守れる子は褒める、守れない子は軌道修正。
　　　　　家庭⇒子ども⇒友達の流れでマナーが向上すればいい。

  調査票について：紛失・未着が多いので今後も郵送で行うのであれば
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【　南部　】地区

　　マナーの悪さ（※多いわけではない）

　　　・店内を走り回る小学生
　　　・店内でたむろする中学・高校生

　　いくつか課題が残った

　　　①この活動が、南部地区の保護者や地域の人に知られていない。
　　　　→広報ができていない。広報活動の必要性あり。
　　　　→せめて、各校の広報誌に、結果や内容を載せるくらいすべき。
　　　　→２０２０年度は、第２回実行委員会後に載せることにした。

　　　②地域の諸団体と、この活動をどう結び付けるか。

　　　③利用調査した店舗の方に、第２回の実行委員会に出席していただくことは可能か。

　　・ヒアリング方法はもっと幅広いやり方でできるようにすべきではないか。

　　・子どもの活動範囲を考えて、店舗を選ぶべきではないか。

　　・広報活動が弱かったので、強化していくべきではないか。
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【　　　　東部　　　　】地区

　新型コロナウイルスの影響で、店舗への来客自体は減少傾向にあるようだが、調査の結果、
小学生のマナーや態度は少し悪化しているように見受けられる。一部スーパーでは商品の扱い
が悪かったり、仲間内で特定の子に代金を支払わせる「たかり」紛いの行動もみられて、「店
舗、地域、学校」の連携が必要だと感じる。一方で、コロナ禍で実際に会わないネットでのや
り取りが増え、ゲーム内課金のトラブルも増えていると聞き及ぶ。ネット内でのトラブルは、
親も把握するのが難しくて、学校や大人が介入することは難しい。その辺りは、学校での道徳
の授業で指導されることに期待したい。

　東部地区は新しい店もオープンする予定なので、調査対象店舗に加えるか検討してもらいた
い。また、柏市になるが、ボウリング場の「ヤングボウル」も対象にしてはどうか。
　今年はコロナ禍にあって、調査票を店舗の責任者に手渡しできなかった為か、調査票回収の
意思疎通が上手くいかないケースがあった。昨年度までのように、調査票の配付と回収を実行
委員が担うスタイルに戻るのかが気になるところ。

　令和２年度は、久々に地区活動を開催するとあって身構えていたが実現しなかった。もし、
来年度は開催するのなら、実行委員の負担が大きくない形で行って頂きたい。
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【　　八　木　　　】地区

　【八木中学校】
　基本的には、マナーの悪さは目立たない。学区外に遊びに出かける割合が多く、出先の公共
の場でのマナーが気になるところなので、今後も指導に当たりたい。また、古本市場柏豊四季
店は柏市の店舗になるが、学区に隣接し、子ども達が多く利用している。過去にも何度か検討
した経緯を踏まえ、次年度の店舗調査に追加することを提案したい。
　【流山高等学園】
　遠くに行く場合、柏が多い。バス停に職員が立つなどの対応をしている。
　【長崎小】
　コロナの影響で子ども達が外出している割合は少ないが、久しぶりに外出するとはしゃいで
しまうので、保護者も注意をしていく。また、公園等から道路へ飛び出ししないよう見守りを
強化する。
　【八木南小】
　子どもたちが店舗に行くことは少なく、近所の公園に多く集まっている。マナーの悪さは指
摘されていない。

　柏市の古本市場柏豊四季店の店舗調査を、沢山の子ども達が同店を利用する長崎小が、次年
度実施することを検討して欲しい。
　長崎小学校の調査対象店舗が増えることが負担になる場合は、「調査に来なくてもよい」と
回答している店舗等を、調査対象から外すと良い。
　次年度の割り振りとして、委員長（司会進行）を【長崎小学校】、副委員長（進行補佐）を
【八木南小学校】、副委員長（書記）を【八木中学校】が担当する。
　（例年通り、次年度の役割分担を確認して引き継ぐ）

　今年度までは、調査結果を当日持ち寄って話し合いをしたが、次年度からは事前に調査票を
中学校に提出してほしい。また、八木中で取りまとめた調査結果を各校に配布し、参加当日ま
でに全員が読み込んでから参加して、当日はより深い討議をしたい。
　今年度は広い会場で換気をしながら、密を回避して実施することができた。また、プロジェ
クターを用いて、視覚的にデータを示すことができた。
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【　　　北部　　　　】地区

　高校生のたむろが多い。コロナ禍のため飲食店に行けないので,コンビニの駐車場等でたむ
ろしている様子。お店の方や家庭から、長い時間たむろして迷惑をかけるようなことをしない
ように、子ども達に話をしてもらうのが良い。

　アンケートは郵送するよりも、実行委員が直接店舗責任者に持参して、調査票の回収日をい
つにするのか決めた上で、回収するやり方が良いと思う。

　アンケートの配付方法を再度考えて欲しい。
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【　西初石　】地区

　多くの店舗が小中校生の利用について、特に問題はなく良好とのことだった。しかし、スー
パーマーケットで「親子で買い物に来ているのに親が注意しないので、子どもが店内を走り回
ることがあった。」、ドラッグストアでは「無料Ｗｉ-Ｆｉを利用できるので、学生が駐車場
でスマホをいじっている姿を見かける。夏休みに化粧品売り場のテスターで遊ぶ小学生達がい
て、１時間ほど居座り、商品棚を乱されることがあった。」、コンビニエンスストアで「小学
生による万引きが２件(別人物)あった。店内で怪しい動きをしていたため、後で防犯カメラを
確認したところ万引きが判明した。」と報告を受けた。
　実行委員が地区の現状を知るだけではなくて、保護者にも現状を知って貰う必要がある。子
ども達には、学校教育活動の中で伝える。保護者には、これまでＰＴＡ便りに記載していた
が、広く周知出来ていないのが現状だった。学校のＨＰに掲載し、利用状況を発信出来るよう
にする必要がある。
　また、当地区では、これまで万引き等の大きな問題はなかったが、コロナ禍の現在、子ども
達の心の受け皿を、地域で作ってあげる必要があるという意見があった。

・上記の課題を改善する手段を、今後も考えていく必要がある。
・青少年の利用客が少ない店舗は、調査対象から外してもよいと思う。
・聞き取り調査で店舗を訪問する際は、忙しい時間帯を避けて、前もって訪問の約束をする必
要がある。
・この調査について、業務が多忙なこともあって、あまり良く思っていない店舗もあると感じ
た。

・子ども達を温かい目で見守ってくれている店舗がほとんどであった。
・この調査を快く思っていない店舗もあるため、店舗側の立場に立って調査を考えたり、見直
す部分は、見直す必要がある。
・お店が忙しい時間に伺ってしまい、ご迷惑を掛けてしまった事があった。
・今回の調査結果を広く知ってもらうために学校のＨＰに記載をする。
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【　おおたかの森　】地区

・小学生の店舗内でのマナーの悪さを指摘する声が多かった。しかし、その場に保護者がいる
場合も多く、子どものみの課題とは捉えづらい。
・スマートフォン等のフィルタリングや課金を現状の問題点として挙げる店舗は多くないが、
小中学生のＳＮＳ上の人間関係のトラブルは増加中である。使い方を含めて保護者を巻き込ん
での注意喚起、指導は必要である。
・各店舗は非常に協力的であるので、今後も関係の維持に努める必要がある。
・環境の変化が進んでいる地域なので、子ども達の動向を注視する必要がある。

・調査票が届いたら早めに電話連絡し、届いているかを確認する。
・システムは今年度と同様に。郵送で店舗へ送付。→負担が軽い
・アポ取った後の店舗からの変更希望があった場合、どのような連絡方法をとったらよいの
か。→携帯電話番号など個人情報の問題が絡んでくる。


